




巻頭言 ： 別府 春海
論文 ： 人的拡散としてのグローバリゼーション一日本の事例／別府 春海
論文 ： ペンフィールドの視覚と聴覚経験の再現性の業績の分析並びに臨死体験のネットワークモデルの提案 ／森   忠三
論文 ： 仏典に説かれる 「母子相姦」 説話 - インド原典とその中国 ・ 日本的変容 - ／平岡   聡
論文 ： The globalization of Japanese New Religions as illustrated by the case of Sukyo Mahikari ／ Wendy A. Smith
公開講演会 ・ シンポジウム ： グローバル化する日本の宗教／井上順孝　ウェンデイ ・ スミス　中牧弘允　宮永國子　別府春海
公開講演会 ・ シンポジウム ： Globalization Workshop ／ Harumi Befu ,Ulf Hannerz, Michael Featherstone, Brian Moeran, Jerry Eades, Tom Gill, Eyal Ben-
Ari, Makiko Morikawa,  Yumiko Tokita-Tanabe, Bill Bradly, Kosho Ikoma, Junko Sakai, Saya Shiraishi
公開講演会・シンポジウム：生命のリズム－倒れて後に思想を語る－／鶴見 和子・別府 春海・樋口 和彦・上田 敏・道浦 母都子・西川 千麗・高橋 千鶴子・
中村 桂子
公開講演会 ・ シンポジウム ： Forms of Creativity ： Reading Tsurumi Kazuko Reading Minakata Kumagusu ／ Tom Gill
公開講演会 ・ シンポジウム ： Comparative Forms of Creativity among Japanese Folklorists-And What I Learned from them- ／ Kazuko Tsurumi
講演 ： 21 世紀の人類像／梅棹  忠夫
講演 ： 人間性の三次元 ： 特に悪の次元について／星野　命
講演 ： ナラティヴ ・ セラピーについて ： フィールドワークとの接点／野村  直樹
共同研究班研究報告 ： 宗教と癒し／安田 ひろみ
共同研究班研究報告 ： 身体 ・ アイデンティテイ ・ 空間をジェンダーで読む／鵜飼  正樹
共同研究班研究報告 ： 脳とこころ／森   忠三
共同研究班研究報告 ： パフォーマンス ・ アナリシスの手法 一臨床心理学と文化人類学の対話／白石  さや
共同研究班研究報告 ： 仏教説話と臨床心理学／高石  浩一
共同研究班研究報告 ： 文化研究と人間研究の地平を超えて／小林  康正
共同研究班研究報告 ： グローバル ・ ジャパン／別府 春海
2000 年度 (Vol.2)
巻頭言 ： 日野  舜也
論文 ： チャングの響く術ウトロ－地域社会との共生をめぐる在日韓国 ・ 朝鮮人の模索－／金  基淑
論文 ： 仏教説話に見る母子相姦の変遷／高石  浩一
論文 ： 崇仁地区の新しいまちづくり－その前夜祭磯子に引き寄せられて－／竹口    等
論文 ： 英語学習者に留学を促す情報と異文化接触 －アメリカの語学学校で学ぶ日本人に関する予備的報告－ 　／竹内  裕子
論文 ： アジア系移住者とＩＴ一日本における 「情報化」 の新展開と 「情報人類学」 への覚書／谷口  裕久
論文 ： 柳田民俗学の組織化一橋浦泰雄絵画領布会に見る／鶴見  太郎
論文 ： インフォームド ・ コンセントの研究
第２報 治癒する可能性のない癌の告知に関する調査／森   忠三 ・ 泉 信夫 ・ 西岡  研哉 ・ 服部  律子
公開講演会 ・ シンポジウム ： 海外から日本を理解する
公開講演会 ・ シンポジウム ： 公開講演会 「海外から日本を理解する」　『グローバル化する日本のマンガ ・ アニメ産業』 ／白石  さや
公開講演会 ・ シンポジウム ： 公開講演会 「海外から日本を理解する」　To Understand Japanese Society and Culture is to go  International ： Emergence of 
'Japaneseness'， in Yaohan Hong Kong. ／ Dixon H.W.Wong
共同研究班研究報告 ： 食 ・ 養生 ・ 佛教－ 「食と癒しの文化」 プロジェクトの途上にて／鈴木  七美 ・ 寺崎  弘昭 ・ 周   禅鴻
共同研究班研究報告 ： 生と死をめぐる学際的研究／安田 ひろみ
共同研究班研究報告 ： 脳とこころ／森  忠三
書評 ： 『宗教と癒し一救いの手がかりを求めて』 （「宗教と癒し」 研究会編著） ／星野   命
2002 年度 (vol.3)
巻頭言 ： 日野  舜也
公開講演会 ・ シンポジウム ： 『日本文化論の昨今』 一外国から見た場合と日本から見た場合一／別府 春海
公開講演会 ・ シンポジウム ： 『家族における父親』 1． 父という余分なもの／山極 寿一
公開講演会 ・ シンポジウム ： 『家族における父親』 2． 精神分析の父としてのフロイトと父親のあり方／妙木 浩之
公開講演会 ・ シンポジウム ： 「家族における父親」 の感想／阪 彩子 ・ 村井 陽之
公開講演会 ・ シンポジウム ： 『京都の都市伝統の創造性と変革性』
－大文字五山送り火をめぐってとくに左大文字を中心に－／和崎 春日 ・ 伊藤 唯真
論文 ： 博物館の展示とアメリカ ・ インデイアン／青柳 清孝
論文 ： 従来の死と脳死一脳死の講義と学生の反応－／森   忠三
論文 ： ハンディクラフトからみるインドのチベット社会－カルナータカ州パイラクツペ ・ コロニー報告－／杉本 星子
論文 ： 初回面接の方法論一心理臨床における 「聴き方」 －／高石  浩 一
論文 ： 人が人肉を食べてはいけない理由－インド仏教の食倫理－／平岡    聡
共同研究班研究報告 ： 共同研究 「京都論」 活動報告
共同研究班研究報告 ： 「食と癒しの文化」 ／安田  ひろみ
2003 年度 (Vol.4)
巻頭言 ： 日野  舜也
公開講演会 ・ シンポジウム ： 夢は 『自然』 か 『文化』 か ： スーダンのある社会の事例から人類の夢のナゾを考える／岡崎 彰
公開講演会 ・ シンポジウム ： シンポジウム 「集まって暮らす―ジェンダーをひらこう」 ／平岡 モト子、 篠原 聡子、 森 正美、 三林 真弓、 山田 尋志、 西川 
祐子、 杉本 星子
記録 ： 日野舜也先生座談会～北海道編／鵜飼  正樹
論文 ： ブッダは眠らない―インド仏教説話に見られる 『夢』 の事例―／平岡    聡
論文 ： 絶対音感の教育と聴覚系 ・ 脳の機能／森   忠三
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共同研究班研究報告 ： 共同研究 「異文化としての内なる 『老い』」 活動報告／鵜飼 正樹
共同研究班研究報告 ： 共同研究 「ニュータウンの未来像」 活動報告／西川 祐子
共同研究班研究報告 ： 共同研究 「学園ミュージアムを考える」 活動報告／上田 冨士子
2004 年度 (Vol.5)
巻頭言 ： 越智 浩二郎
論文 ： 「家」 をつくる－ 「姓名学」 ・ 「乃木家再興問題」 ・ 「居所指定権」 における姓名の近代－／小林 康正
論文 ： The American-ness and Chinese-ness in Maxine Hong Kingston’ s The Woman Warrior ／陸　君
公開講演会 ・ シンポジウム ： 第 37 回日本民族学会特別シンポジウム 「京都と文化人類学　日本唯一の文化人類学科の挑戦と未来」 ／石毛 直道 ・ 米山 
俊直 ・ 田中 真砂子 ・ 鵜飼 正樹 ・ 日野 舜也
公開講演会 ・ シンポジウム ： 公開講演会 「アフリカ都市研究　ことはじめ」 ／米山 俊直 ・ 日野 舜也
公開講演会 ・ シンポジウム ： 公開講演会 「文明と野蛮」 ／栗本 英世、 野田 正彰、 松田 素二、 川畑 直人、 司会 ： 日野 舜也
公開講演会 ・ シンポジウム ： 共同研究プロジェクト 「ニュータウンの未来像」 公開講演会
「個をつなぐ住まい－ “住む” 側の実験と “建てる” 側の実験」 ／篠原 聡子 ・ 西川 祐子 ・ 司会 ： 三林 真弓
公開講演会 ・ シンポジウム ： 「地域とむすぶミュージアム活動の試み」 ／坂本 博司 ・ 「あかり工房」 ・ 「うじぞ一組」 ・ 司会 ： 橋本  和也
記録 ： モラトリアム研究者の思い出
―日野舜也さん座談②タンザニア―／鵜飼正樹　
共同研究班研究報告 ： 「ニュータウンの未来像」 ／西川 祐子 ・ 三林 真弓
共同研究班研究報告 ： 「学園ミュージアムを考える」 ／上田冨士子 ・ 中村 博幸
共同研究班研究報告 ： 「『近代』 における 『制度的知』 と 『異端』 の対面」 ／金 基淑 ・ 佐藤 幸夫
2005 年度 (Vol.6)
巻頭言 ： 越智  浩二郎
論文 ： アメリカにおける奴隷制とその変遷－植民地奴隷法制の形成と法的根拠－／楪  博行
シンポジウム解説 ： 映画 「ライファーズ」 の製作における 「変容の物語」 ／坂上  香
公開講演会 ・ シンポジウム ： 公開シンポジウム 「『ライファーズ』 を観る、 『ライファーズ』 で語る」 ／坂上  香 ・ 信田  さよ子 ・ 森  達也　司会 ： 森  正美
公開講演会 ・ シンポジウム ： 公開講演会 「京都の水 ・ 世界の水」 ／栗山  一秀 ・ 天野  輝芳 ・ 嘉田　由紀子　司会 ： 上田　冨士子
公開講演会 ・ シンポジウム ： 公開シンポジウム 「ニュータウンで育てる／ニュータウンを育てる」 ／大月　敏雄 ・ 高石　浩一 ・ 竹口　等 ・ 森　正美 ・ 川畑　
直人 ・ 石川　真作 ・ 杉本　星子　司会 ： 三林　真弓
公開講演会 ・ シンポジウム ： 公開シンポジウム 「学園ミュージアムを考える－設立 ・ 運営コーディネーターを囲んで」 ／講演 ： 中園　聡　共同討論 ： 宇治
谷　恵、 坂本　博司、 中村　博幸、 杉本　星子、 永野　貴子　司会 ： 上田　冨士子
研究ノート ： 次代に繋ぐ百年の蓄積  ～学園資料館に望むこと～／永野 貴子
記録 ： モラトリアム研究者の思い出③―日野舜也さん座談　　アフリカ ・ カメルーン編―／鵜飼 正樹
共同研究班研究報告 ： ニュータウンの未来像／西川 祐子 ・ 三林 真弓
共同研究班研究報告 ： 学園ミュージアムを考える／上田冨士子 ・ 中村 博幸
共同研究班研究報告 ： 「近代」 における 「制度的知」 と 「異端」 の対面／金　基淑 ・ 佐藤 幸夫
2006 年度 (Vol.7)
巻頭言 ： 西川　祐子
特集解説：特集：連続公開ミニ・シンポジウム （全４回） 「鶴見和子の仕事と鶴見和子文庫 （京都文教大学図書館所蔵） から思想と方法論の水脈をさぐる」
はじめに　鶴見和子文庫の紹介／西川　祐子
公開講演会 ・ シンポジウム ： 第１回　比較社会学者 ・ 鶴見和子と鶴見和子文庫の紹介／西川祐子、 樋口和彦、 中谷文美
公開講演会 ・ シンポジウム ： 第２回　追悼 ・ 鶴見和子 「内発的発展論の現代的意味」 ／西川祐子、 寺口瑞生、 島本晴一郎、 松田凡
公開講演会 ・ シンポジウム ： 第３回　鶴見和子と生活記録運動／西川祐子、 中谷いずみ、 杉本星子
公開講演会 ・ シンポジウム ： 第４回　南方熊楠曼荼羅、 鶴見和子曼荼羅／西川祐子、 松居竜五、 安田ひろみ
論文 ： インド ・ ベンガル地方におけるキリスト教ミッションとメディア ： 19 世紀のシラムプル （Serampore） ・ ミッションを中心に／金　基　淑
論文 ： クラスアクション公正法 (Class Action Fairness Act) の成立と大規模不法行為訴訟への影響／楪  博行
論文 ： デンマークの福祉における余暇の思想－フォルケホイスコーレと生活指導教員養成大学の活動をとおして－／鈴木  七美
論文 ： 英国のコンテンポラリー ・ アートとポスト ・ モダニズムの諸相－ターナー賞ノミネート作品に見る物語性を考察する－／森　俊夫
論文 ： 人形浄瑠璃とロボットアニメ　－身体性と投影の視点から－　／名取　琢自
論文 ： ニュータウンのトポグラフィー－向島ニュータウンと巨椋池の記憶をめぐる考察－／杉本　星子
公開講演会 ・ シンポジウム ： 特別公開講演会 「源氏物語の匂いと薫り」 ／アラン ・ コルバン、 京樂　真帆子、 金　基淑、 西川　祐子、 鵜飼　正樹
記録 ： モラトリアム研究者の思い出④―日野舜也さん座談　　スーダン、 アフリカその後、 そして京都へ―／鵜飼 正樹
共同研究班研究報告 ： 物語と現代社会／秋田 巌 ・ 森 俊夫
共同研究班研究報告 ： ニュータウンのある 「まち」 ―地域における大学の役割に関する実践的研究―／杉本 星子 ・ 小林 大祐
共同研究班研究報告 ： 「近代」 における 「制度的知」 と 「異端」 の対面／金 基淑 ・ 佐藤 幸夫
2007 年度 (Vol.8)
巻頭言 ： 西川　祐子
公開講演会・シンポジウム：公開シンポジウム　生活綴り方から 「戦後」 を考える－鶴見和子文庫をひらいて -  ／佐藤 藤三郎、 澤井 余志郎、 鵜飼 正樹、
高石 浩一、 杉本 星子、 樋口 和彦、 西川 祐子、 三浦 潔
年表 ・ 解説 ： つづけ読み、 ならべ読み年表／西川　祐子
翻訳 ： 鶴見和子 ・ 著　『Social Change and the Individual: Japan before and after Defeat in World War II ( 社会変動と個人－第二次世界大戦における敗北
の前と後の日本 )』 （プリンストン大学出版会、 1970 年） より、 VI　The Circle:　A Writing Group among the Textile Workers の翻訳 「第６章　サークル ：
ある繊維工業労働者ライティング ･ グループ」 翻訳／人間学研究所ランチタイムワークショップ参加者有志
解説 ： シンポジウムの記録と故鶴見和子さんの紙上参加について／西川 祐子
論文 ： 「共生」 のかたち―外国人集住ニュータウンの諸相―／石川 真作
論文 ： 思春期 ・ 青春期危機における老婆イメージと 「悪 ・ 性」 ／今井 晥弌
論文 ： 州裁判所におけるクラスアクション／楪 博行
公開講演会 ・ シンポジウム ： 共同研究プロジェクト 「物語と現代社会」 公開講演会　「戦後日本美術の物語 ： その西欧における受容」 ／光山 清子
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公開講演会 ・ シンポジウム ： 共同研究プロジェクト 「個人の思想形成と蔵書の研究」 研究会報告　「鶴見和子とエリクソン」 ／高石 浩一
共同研究班研究報告 ： 物語と現代社会／秋田 巌 ・ 森 俊夫
共同研究班研究報告 ： ニュータウンのある 「まち」 ／杉本 星子 ・ 小林 大祐
共同研究班研究報告 ： 個人の思想形成と蔵書の研究／鵜飼 正樹 ・ 高石 浩一
2008 年度 (Vol.9)
巻頭言 ： 鵜飼 正樹
論文 ： 英語を使える学生が育つ為の語彙力／陸 君
論文 ： 先端的脳科学研究における被験者体験の精神的影響について／濱野 清志　金山 由美　馬場 天信
論文 ： 倒産裁判所によるクラスアクションの解決／楪 博行
論文 ： アメリカにおける積極的差別是正措置の適応変遷／鈴木 國世
論文 ： 夢幻能における 「名ノリ」 について／小川 佳世子
研究ノート ： アヂシキタカヒコネノカミはなぜ “大御神” なのか／秋田 巌
研究ノート ： 臨床心理学研究における理想自己の位置づけ／高橋 紀子
研究ノート ： 鶴見和子文庫未公開資料から発掘された生活綴方文集 『私の家』 ／鵜飼 正樹
公開講演会 ・ シンポジウム ： 公開講演会、 坂手洋二氏 （劇作家） 講演録　現代演劇と物語＜共同プロジェクト 「物語と現代社会」 より＞
共同研究班研究報告 ： 物語と現代社会／秋田 巌 ・ 森 俊夫
共同研究班研究報告 ： ニュータウンのある 「まち」 ／杉本 星子 ・ 小林 大祐
共同研究班研究報告 ： 個人の思想形成と蔵書の研究／鵜飼 正樹 ・ 高石 浩一
2009 年度 (Vol.10)
巻頭言 ： 鵜飼 正樹
論文： Depicting the Life as It Is “Secret-Revealing” in Jhumpa Lahiri’ s Interpreter of Maladies ジュンパ・ラヒリの短編小説集 「停電の夜に」 に見られる 「秘
密の打ち明け」 という心理／陸 君
論文 ： アメリカにおけるコマーシャルスピーチと不法行為法―迷惑メールに対応するトレスパスとニューサンス―／楪 博行
論文 ： ヨーロッパ議会における国政調査権に関する研究 (1)　EU 成立以前におけるフランス議会の国政調査権について／鈴木 國世
研究ノート ： シンポジウム 「東京南部の青春」 出席報告－ 「ならべ読み」 の可能性について／西川 祐子
研究ノート ： 「手段」 としての集団　—枠 ・ 重心 ・ 軸からみたグループプロセス—／高橋 紀子
公開講演会・シンポジウム：人間学研究所公開シンポジウム　「鬼の踊りから祈りの踊りへ　大道芸人・ギリヤーク尼ヶ崎　４０年の軌跡」 ／ギリヤーク尼ヶ崎、
鵜飼 正樹
公開講演会 ・ シンポジウム ： チベット医学ワークショップ」 ／ニダ ・ チェナクツァン、 永澤 哲
公開講演会 ・ シンポジウム ： 「能における狂ひの美学」 ―実演とワークショップを通した体感―／辰巳 満次郎、 秋田 巌
エッセイ ： 能に想う／中島 貴子
共同研究班研究報告 ： 日 ・ 中 ・ 英の諺による異文化の比較研究／永野 貴子 ・ 陸 君
共同研究班研究報告 ： 福祉に生かす代替療法／濱野 清志 ・ 馬場 雄司
共同研究班研究報告 ： 個人の思想形成と蔵書の研究／鵜飼 正樹 ・ 高石 浩一
2010 年度 (Vol.11)
巻頭言 ： 「必殺仕事女子」 ／秋田 巌
論文 ： ジョージ ・ オーウェルの作品と彼を描く伝記と　―Down and Out in Paris and London を中心として　―／中窪 靖
論文 ： カナダ ・ ケベック州のクラスアクション―クラスアクション成立認可基準を巡る動向の推移―／楪 博行
論文 ： ニュータウンにおける障害をもつ子どもと母親たちのコミュニティ形成～就学前から就学期のソーシャルワークの課題～／吉村 夕里
論文 ： 「裏庭モスク」 から 「統合 ・ 文化 ・ 教育センター」 へ――ドイツの都市におけるイスラーム団体 VIKZ の黎明期と現在――／石川 真作
研究ノート ： 河合隼雄と鶴見和子―1992 年から 1994 年の関わり―／高石 浩一
公開講演会 ・ シンポジウム ： 河合隼雄 ・ 鶴見和子と京都文教―その宗教性をめぐって―
　（共同研究プロジェクト 『個人の思想形成と蔵書の研究―京都文教大学図書館所蔵の鶴見和子文庫を手がかりとして』 の成果として） ／ロバート・ボスナッ
ク、 濱田 華子、 樋口 和彦、 岡田 康信、 名取 琢自、 高石 浩一
公開講演会 ・ シンポジウム ： ことわざ研究の諸問題 （共同研究プロジェクト 『日 ・ 中 ・ 英の諺による異文化の比較研究』 の成果として） ／秋本 守英、 永
野 貴子
公開講演会 ・ シンポジウム ： 京都文教大学人間学研究所 ・ 臨床心理学部共催　公開講座　シリーズ日本的心理療法研究 第３回 「遍路にみる日本的精
神性－日本的心理療法への可能性に向けて－」 ／北村 香織、 秋田 巌
共同研究班研究報告 ： 日 ・ 中 ・ 英の諺による異文化の比較研究／永野 貴子 ・ 陸 君
共同研究班研究報告 ： 福祉に生かす代替療法／濱野 清志 ・ 馬場 雄司
共同研究班研究報告 ： リバイビング ・ ニュータウン ： 住民主体のコミュニティ再活性化にむけた研究／杉本 星子 ・ 小林 大祐
2011 年度 (Vol.12)
巻頭言 ： 「命」 という存在性／秋田 巌
論文 ： 二つのマンダラ論―河合隼雄と鶴見和子の出会いを通して―／高石 浩一
研究ノート ： 学生アンケートから見た日常生活における諺の活用／永野 貴子
研究ノート ： 英 ・ 日 ・ 中のことわざで見る文化の相異　① －互いに似た表現を中心に／陸 君
公開講演会 ・ シンポジウム ： 「心のバリアフリーからはじまる 『まちづくり』 ： 愛知県の２つのニュータウンにおける実践報告」 ／杉本 星子、 楓原 和子、 治
郎丸 慶子、 西川 祐子
共同研究班研究報告 ： 日 ・ 中 ・ 英の諺による異文化の比較研究／楪 博行
共同研究班研究報告 ： 福祉に生かす代替療法／濱野 清志 ・ 馬場 雄司
共同研究班研究報告 ： リバイビング ・ ニュータウン ： 住民主体のコミュニティ再活性化にむけた研究／杉本 星子 ・ 小林 大祐
2012 年度 (Vol.13)
巻頭言 ： 人間学研究所シンポジウム （2012 年度～ 2013 年度） の企図／依田 博
論文 ： 身体障害をもつ住民の暮らしの一例 ～ニュータウンの住居に置かれたオブジェクトから辿る生活誌～／吉村 夕里
論文 ： 京都市市営住宅の団地再生計画の方向性と地域再生／竹口 等
61
論文 ： ニュータウンにおける子育て支援を考える－ 「ママさんサポーター」 活動より－／三林 真弓
研究ノート ： ニュータウンの記憶をめぐる文化人類学的研究に向けて―向島ニュータウンにおける絵はがき展の事例から考える／山田 香織
研究会報告 ： 共同研究プロジェクト 「ロボット ・ 人間学研究－情報工学と人間学の接点を探る－」 研究会報告 「攻殻機動隊をめぐる冒険」 ／高石 浩一
研究会報告 ： 性対象としての人型－人形愛との比較からみたセクサロイドの他者性について－／河嶋 珠実
研究会報告 ： 攻殻機動隊に見る、 「生」 への憧れと 「死」 ／平口 幸代
研究会報告 ： 攻殻機動隊にみるヒロイズム－攻殻機動隊 Stand Alone Complex と攻殻機動隊 S.A.C 2ndGIG を中心に／和田 篤志
公開講演会 ・ シンポジウム ： 共同研究プロジェクト 「地域と結ぶ癒しの技の研究開発」 より 
「地域コミュニティを生き生きとさせる気功的実践 ： 中健次郎先生を囲んで」 ／中 健次郎、 馬場 雄司、 濱野 清志
公開講演会 ・ シンポジウム ： 人類の始まりと日本人の性文化 ： 浮世絵春画はおもしろい／早川 聞多 ・ 佐野 真由子 ・ 桑村 祐子 ・ 柏岡 富英 （総合司会 ：
依田博）
公開講演会 ・ シンポジウム ： 人間学研究所 ・ 臨床心理学部共催イベント 「RelaX’ mas をあなたに－ゆっくり　まったり　ホッとコンサート♪」 実施報告／依
田 博
資料 ： 講演記録　鶴見和子 「現代思想と生活記録運動」 ／鵜飼 正樹
共同研究班研究報告 ： リバイビング ・ ニュータウン ： 住民主体のコミュニティ活性化にむけた研究／杉本 星子 ・ 小林 大祐
共同研究班研究報告 ： ロボット ・ 人間学研究 ： 情報工学と人間学の接点を探る／高石 浩一 ・ 永澤 哲
共同研究班研究報告 ： 地域と結ぶ癒しの技の研究開発／濱野 清志 ・ 馬場 雄司
2013 年度 (Vol.14)
巻頭言 ： なめたらあかん。 学問なめずに、 しゃぶりつくす。 ／依田 博
論文 ： 日本と中国における小学校英語教育の現状と展望／陸 君 ・ 石丸 千重乃
論文 ： クラス ・ アクションにおける適切な代表／楪 博行
論文 ： 芸術の補償機能と感性化あるいは美化 Ästhetisierung をめぐって－ 1980 年代後半から 90 年代初頭のドイツで－／今村 美邦子
ワークショップ ： 2013 年度京都文教大学人間学研究所主催ワークショップ 「京都文教 “指月スタイル” ウォーキング ・ セミナー」 ／三浦 さやか
公開講演会 ・ シンポジウム ： 2013 年度人間学研究所主催公開シンポジウム 共催 ： 京都文教大学人間学研究所共同研究プロジェクト 「大学教育の視点
から本学の教育を考える」
「日本の大学、 このごろ焦ってませんか？　～ 『社会に役立つ大学』 の価値を問う～」 ／藤田 尚志、 井上 義和、 藤本 夕衣、 黒宮 一太
共同研究班研究報告 ： ロボット ・ 人間学研究 ： 情報工学と人間学の接点を探る／高石 浩一 ・ 永澤 哲
共同研究班研究報告 ： 地域と結ぶ癒しの技の研究開発／馬場 雄司 ・ 濱野 清志
共同研究班研究報告 ： 大学教育の視点から本学の教育を考える／中村 博幸 ・ 依田 博
共同研究班研究報告 ： 地域人材育成のためのプログラム構築と制度整備支援にむけた学際的研究／森 正美 ・ 松田 美枝
共同研究班研究報告 ： 多様化する学生と大学英語教育／陸 君 ・ 中窪 靖
共同研究班研究報告 ： メディア ・ 社会心理研究の有機的統合に関する共同研究／佐藤 知久 ・ 長﨑 励朗
2014 年度 (Vol.15)
巻頭言 ： 人間学再発明宣言 （仮） ／小林 康正
論文 ： Extracurricular English Study through ALC’ s NetAcademy2 & the Results 「アルクネットアカデミーを利用した英語基礎力アップの方策」 ／陸 君、
中窪 靖、 ジェラルド ・ カズンス、 山本 明歩
論文 ： 小１プロブレムに関する就学前教育と小学校の連携に関する基礎的研究／大前 暁政
論文 ： プロト ・ ユーラシアンとしての 「ネイティブ ・ アメリカン」 ／山本 明歩
活動報告 ： 亀岡市、 京丹後市における住民がん検診での 「こころの健診」 ／松田 美枝、 吉田 侑生、 花本 和真
共同研究班研究報告 ： ロボット ・ 人間学研究 ： 情報工学と人間学の接点を探る／高石 浩一 ・ 永澤 哲
共同研究班研究報告 ： 地域と結ぶ癒しの技の研究開発／馬場 雄司 ・ 濱野 清志
共同研究班研究報告 ： 大学教育の視点から本学の教育を考える／中村 博幸 ・ 依田 博
共同研究班研究報告 ： 多様化する学生と大学英語教育／陸 君 ・ 中窪 靖
共同研究班研究報告 ： メディア ・ 社会心理研究の有機的統合に関する共同研究／佐藤 知久 ・ 長﨑 励朗
2015 年度 (Vol.16)
巻頭言 ： 「巻頭言」 がおもしろい ／小林 康正
研究ノート ： 入学直後に 「将来に向けて学ぶ内容」 を意識させる講義のあり方に関する基礎研究／大前 暁政
研究ノート：官学連携による 「宇治学」 副読本作成と現場での活用に関する研究Ⅰ／橋本 祥夫、 森 正美、 鵜飼 正樹、 寺田 博幸、 澤 達大、 市橋 公也、
辻 弘一
活動報告 ： 精神障がい者の家族 ( ケアラー ) への情報提供と支援に関する実践的研究／松田 美枝
公開講演会 ・ シンポジウム ： 映画 『新しき民』 ( 監督 : 山崎樹一郎 ) 上映会 + トークイベント 実施報告および独自制作パンフレット載録／小林 康正
公開講演会 ・ シンポジウム ： 共同研究プロジェクト 「地域と結ぶ癒しの技の研究開発」 主催シンポジウム 「音と身体がつむぐ癒しの世界 ( コミュニティ )」
／馬場 雄司、 濱野 清志、 永澤 哲
公開講演会・シンポジウム：共同研究プロジェクト 「ロボット・人間学研究 : 情報工学と人間学の接点を探る」 主催 公開シンポジウム 「今あえて、『攻殻機動隊』
を語ろう !」 ／野村 竜也、 永澤 哲、 高石 浩一、 伊賀上 秀彦、 河嶋 珠実
共同研究班研究報告 ： 大学教育の視点から本学の教育を考える／澤 達大、 中村 博幸
共同研究班研究報告 ： 多様化する学生と大学英語教育／陸 君、 中窪 靖





・『Globalization and Social Change in Contemporary Japan』
J.S.Eades・Tom Gill・Harumi Befu 編 TRANS PACIFIC PRESS・刊 （2000 年）
・『宗教と癒し　救いの手がかりを求めて』
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